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⑴ ⑹

生
活
指
導
員　

岩
澤
　
美
果
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
採
用
）

①
宮
古
市

②
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
釣
り

③
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
業
務

　

を
熟
す
先
輩
職
員
の
皆
さ
ん
に

　

近
づ
け
る
様
、
日
々
精
進
し
て

　

参
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致

　
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
宮
古
地
域
の
事
業
所

を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
」
に
お
い

て
、
見
事
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
！

　岩手県社会福祉事業団は、ご利用のお客様の人間の尊厳の保持を旨として、お客様の立場に立った質の高
いサービスを提供するとともに、地域福祉を推進し、全ての人が相互に人格と個性を尊重し、支え合いながら、
その人らしく共に生きる豊かな社会の実現に貢献します。

松山荘は、利用者の人間としての尊厳の保持を旨とし、心身共に健やかに安心・安全に生活できるような支
援を提供します。また、利用者の小さなサインに注視しながら、一人ひとりのニーズに応じた自立支援を行
ない、その人らしい生活の実現に努めます。
　地域のセーフティネット施設としては、生活困窮者、ホームレス、ＤＶ被害者、刑余者等広く支援を必要
としている方を関係機関と連携しながら生活を支える役割を果たします。

法人経営理念

救護施設 松山荘  経営方針

創作体験！ワークショップ　　地域の方からも多くご参加いただきました♪
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転
入
職
員
紹
介

①
出
身

②
趣
味

③
一
言
挨
拶

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

写  真  館

松山祭

忘年会

スポーツ大会

バスハイク

芸術の秋。荘内は作品でいっぱいに！ ３年ぶりに開催！開会アトラクションの様子

コース料理に舌鼓♪ スポーツの秋！

お楽しみ抽選会！何が当たったかな？ 紅葉を眺めながらドライブ♪



⑸ ⑵

　
松
山
荘
開
所
当
初
か
ら
地
域

の
皆
さ
ま
に
運
営
等
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
岩
手
県
社
会
福
祉
事
業
団
で

は
、「
地
域
と
の
共
生
」
を
め

ざ
し
、地
域
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
、

そ
し
て
「
地
域
」
へ
の
発
信
に

よ
る
「
地
域
」
か
ら
の
理
解
を

得
た
組
織
で
あ
り
続
け
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
荘
に
お
い
て
は
、
少
し
で

も「
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
」

を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し

な
が
ら
以
下
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
①
地
域
の
皆
さ
ま
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
三
大
行
事

（
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
夏
ま
つ
り
・

松
山
祭
）
②
施
設
設
備
の
地
域

へ
の
開
放
（
集
会
室
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
）
③

地
区
自
治
会
活
動
等
へ
の
参
加

（
お
祭
り
等
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
）

④
専
門
技
術
等
の
地
域
へ
の
伝

達
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
・
健
康
運
動
・

中
学
校
の
福
祉
授
業
へ
の
講
師

　
　
　
業
務
第
二
係
長菅

　
原
　
い
く
子

　
平
成
29
年
度
は
月
２
回
の
第
三
者
委

員
、
内
部
相
談
員
の
相
談
受
付
の
ほ

か
、
１
月
か
ら
精
神
保
健
福
祉
士
・
看

護
師
の
専
門
職
員
に
よ
る
「
ラ
ウ
ン
ド

形
式
の
相
談
」
を
加
え
、
利
用
者
か
ら

の
サ
イ
ン
・
状
態
の
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
変
化
に
い
ち

早
く
気
付
く
た
め
の
サ
イ
ン
キ
ャ
ッ
チ

研
修
や
対
応
法
の
研
修
を
行
い
、
普
段

の
生
活
の
中
で
の
傾
聴
や
対
応
に
も
力

を
入
れ
、
利
用
者
の
不
満
や
不
安
の
解

消
に
向
け
、
職
員
間
で
連
携
・
情
報
共

有
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

派
遣
）

　
今
後
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
な
が
ら
、
施
設
が
提
供
で

き
る
こ
と
を
発
信
し
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
存
分
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
共
に
、
必
要
と
さ
れ

る
施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
意
見
・
ご
要
望
等
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
お
話
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
年
度
、生
活
介
護
事
業
所「
そ

ら
」
で
は
、
保
護
通
所
事
業
「
さ

ぽ
ー
と
」
と
の
合
同
に
よ
る
地
域

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
事
前
に
、
地
域
の
方
々
や
近
隣

の
施
設
職
員
へ
バ
ザ
ー
用
品
の
提

供
を
お
願
い
し
、
た
く
さ
ん
の
衣

類
や
日
用
品
な
ど
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
・
職
員
で
価
格
を
設
定
し
、

当
日
ま
で
に
値
札
付
け
な
ど
の
準

備
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
に
開
催
し
た
第
３
回

地
域
交
流
会
は
、
天
候
に
恵
ま
れ

多
く
の
ご
来
場
が
あ
り
、
バ
ザ
ー

出
店
の
ほ
か
、
豚
汁
、
お
で
ん
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
綿
あ
め
な
ど
の

お
振
舞
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
綿
あ
め
は
、

放
課
後
に
訪
れ
た
子
供
た
ち
に
大

人
気
で
、
味
や
食
べ
方
を
変
え
な

が
ら
繰
り
返
し
並
ぶ
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　
ま
た
、
バ
ザ
ー
は
好
評
で
開
店

か
ら
混
み
合
い
、
利
用
者
も
地
域

の
方
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

思
い
思
い
に
過
ご
し
て
お
り
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
地
域
交
流
会
で
の
バ

ザ
ー
売
上
と
募
金
を
合
わ
せ
た

５
３
，
１
７
８
円
の
収
益
に
つ
き

ま
し
て
は
、
宮
古
市
を
通
し
て
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
義
援
金
と
し

て
寄
付
し
て
お
り
ま
す
。
利
用
者

の
方
々
か
ら
は
、「
困
っ
て
い
る

人
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
」
と
話

す
声
も
上
が
っ
て
お
り
、
地
域
交

流
会
を
通
じ
て
社
会
参
加
の
き
っ

か
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

地
域
と
共
に

生
活
介
護
事
業
所「
そ
　
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

副
所
長
挨
拶

共
同
生
活
事
業
所「
ち
ふ
な
」

副
所
長
　
大
　
渡
　
俊
　
明

施
設
長
　
中
　
村
　
光
　
一

地
域
交
流
会
の
開
催

地
域
と
の
繋
が
り
と
連
携

　〜生活の質・支援の質向上を目指して〜

平
成
29
年
度 

苦
情
解
決
事
業
の
報
告

内部委員
相談日
56％

随時受付
1％

第三者委員
相談日
43％

ご意見箱
0％

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

生
活
指
導
員　
石
　
亀
　
龍
　
一

　
松
山
荘
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
職
場
研
修
を
実
施
し
、
幅
広

い
知
識
の
習
得
を
図
っ
て
い
ま
す
。
救
護
施
設
の
機
能
に
関
わ
る
「
精
神
障

が
い
の
あ
る
方
の
支
援
」
や
「
触
法
者
の
受
け
入
れ
」
等
を
は
じ
め
、
特
に

今
年
度
は
「
利
用
者
の
高
齢
化
・
障
が
い
の
重
度
化
」
に
即
し
た
内
容
を
設

定
し
、
成
年
後
見
や
介
護
保
険
な
ど
制
度
面
の
学
習
、
介
護
支
援
専
門
員
を

講
師
に
招
い
た
演
習
な
ど
を
行
い
、
支
援
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
救
護
施
設
の
役
割
と
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
を
意
識

し
な
が
ら
、
支
援
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成29年度 方法別相談数

3

施設整備 利用者
関係

職員と
の関係

家族と
の関係

食事・入浴
睡眠

生活決まり
管理

日課等での
役割分担

作業・
社会参加

医療・
保健衛生

余暇・静養
趣味

地域生活等 他施設
（病院）へ

その他

23

9 10
5

12

0 1

22

8
15

53

10

平成29年度 内容別相談数

外部講師を招いての講義

生活場面における実践的な研修も



⑶ ⑷

〜地域との交流・連携〜
松山荘では、地域との関わりを大事に、各種行事の実施や運営態勢の整備を図っています。

今年度の取り組みについて紹介します。
　
平
成
31
年
1
月
20
日
㈰
、
松
山
荘
の
神
生
活
指
導
員
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人

グ
ロ
ー
（
滋
賀
県
）
の
研
修
発
表
と
他
２
名
に
よ
る
障
が
い
者
ア
ー
ト
の
紹
介
、

ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
代
表
那
須
賢
輔
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　
～
よ
う
も
う
ど
っ
と 

ケ
イ
ト
チ
ェ
ッ
ク
～
と
題
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
好
き
な
色
の
布
を
合
わ
せ
、
綿
を
詰
め
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
作
り
、
そ
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
の
好
き
な
場
所
に
羊
毛
や
毛
糸
を
の
せ
、
専
用
の
ニ
ー
ド
ル
で
刺
し
て

固
定
し
て
い
く
も
の
。
松
山
荘
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
人
で
作
業
に
没
頭
す
る
方
や
共
同
で
作
品
を
作
る

方
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
作
る
方
な
ど
、
作
品
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
し
た
が
、
賑
や
か
な
声
と
笑
顔
に
溢
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
あ
な
た
も
芸
術
家
？

　
～
障
が
い
者
ア
ー
ト
と
創
作
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

（
１
月
20
日
）

　

浸
水
被
害
と
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
た
平
成
28
年
台
風
10
号
か
ら
早
２
年
。

「
災
害
時
に
強
い
施
設
づ
く
り
」
を
重
点
目
標
に
、
毎
月
の
防
災
訓
練
で
反
省
点

を
洗
い
出
し
、
管
理
体
制
を
強
化
し
て
い
る
ほ
か
、
地
元
消
防
団
や
地
域
防
災

協
力
員
と
の
役
割
確
認
を
共
有
し
、
有
事
に
備
え
た
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
２
回
、
大
雨
や
強
風
の
な
か
発
令
さ
れ
た
「
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
」
に
伴
い
、㈱
リ
ア
ス
観
光
バ
ス
に
よ
る
指
定
避
難
場
所
（
花

輪
中
学
校
）
へ
の
避
難
も
行
わ
れ
、
地
域
資
源
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
利
用
者
の
安
全
を
第
一
に
振
り
返
り
、
防
災
体
制
の
整
備
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
施
設
づ
く
り

　
　
　
　
　
～
地
域
と
の
連
携
～

相
談
支
援
員　
前
　
田
　
祐
　
輝

生
活
指
導
員　
伊
　
藤
　
　
　
豊

当日の様子

かわいい作品の出来上がり！

荒天時、急いで土嚢を積み上げます

消防団による放水実演！

今年度、「安心・安全な支援の提供と支援技術の向上」を重点項目として取り組んできました。
一部ですが、その実施状況を報告します。

満足
64％

未回答
11％

不満
6％

どちらでもない
19％

　
昨
年
度
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第

三
者
評
価
」
を
受
審
し
、
専

門
的
・
中
立
的
な
立
場
か
ら

の
評
価
を
得
る
こ
と
で
、
今

年
度
は
同
項
目
の
自
己
評
価

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
評

価
が
低
か
っ
た
設
問
は
改
善

さ
れ
て
い
る
か
、
良
か
っ
た

部
分
は
維
持
で
き
て
い
る
か

な
ど
、
提
供
状
況
を
点
で
は

な
く
線
で
評
価
し
、
継
続
的

で
魅
力
の
あ
る
施
設
運
営
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

サービス改善への取り組み　　　　生活指導員　神　　　友　樹

満足
69％

未回答
9％

不満
9％

どちらでもない
13％

「満足度調査２回の比較」

設問１　あなたの目標や計画について、職員が一緒に考えてくれていますか
設問２　職員が部屋に入る時はノックや声掛けをし、了解を求めていますか
設問３　ゆっくり眠れる環境ですか
設問４　入浴について満足していますか
設問５　トイレはいつも清潔ですか
設問６　施設から提供されるごはんはおいしいですか
設問７　好きな洋服が着れますか
設問８　行事や余暇活動について満足していますか
設問９　グループ活動の内容に満足していますか
設問10　具合が悪い時に通院できますか
　　　　職員は健康面について相談に乗ってくれますか
設問11　職員はあなたが困った時に話を聞いてくれたり助けてくれますか
　　　　困ったことを施設の人以外の人（第三者委員など）に相談できますか
設問12　地域の情報は提供されていますか

H30 第１回調査
（Ｈ 30 年 5 月実施）

H30 第２回調査
（Ｈ 30 年 12 月実施）

平
成
30
年
度
満
足
度
調
査
の
結
果

　
今
年
度
２
回
の
調
査
を
行
い
、
各
項
目
毎
の
利
用
者
満
足
度
を
集
計
・
分
析
し
ま

し
た
。
日
常
生
活
で
の
寄
り
添
っ
た
支
援
や
、
行
事
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
２
回
目

の
調
査
で
は
「
満
足
」
の
値
が
増
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
値
が
伸
び
な

か
っ
た
分
野
に
関
し
て
は
、
今
後
も
支
援
方
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
工

夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
評
価
で
得
た
数
値
に
は
、業
務
の
振
り
返
り
を
行
う
目
的
と
、

今
後
の
改
善
に
繋
げ
る
役
割
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
の
調
査
で
よ
り
良

い
満
足
度
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
「
目
的
」
と
「
役
割
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
支

援
の
質
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価

サ
ー
ビ
ス
改
善
委
員
会

　

２
月
14
日
、
外
部
委
員
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
松
山
荘

サ
ー
ビ
ス
改
善
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
取
り
組

ん
だ
業
務
改
善
活
動
の
ほ
か
、満
足
度
調
査
、な
ん
で
も
相
談
、

嗜
好
調
査
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
集
計
結
果
を
委
員
間
で
共
有
し
、

今
年
度
の
反
省
と
次
年
度
の
展
開
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
日
中
活
動
に
お
け
る
検
討
会
議
や
、
地
域
の
方

に
も
多
く
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い
る
三
大
行
事
の
反
省
会
議

な
ど
も
行
い
、
他
分
野
間
で
横
断
的
に
課
題
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
目
的
意
識
の
あ
る
体
制
づ
く
り
を

図
っ
て
い
ま
す
。

松山荘
福祉サービス評価実施結果

基準充足率

Ｈ29（第三者評価）

Ｈ30（自己評価）

共通評価

91.10％

95.60％

内容評価

54.40％

59.60％


